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茨城県　神栖市 LR1.1.    建物の熱負荷制御（庇形状）

LR1.2.    自然エネルギーの利用（自然換気システム、自然採光）

LR1.3.    設備システムの効率化（LED照明、昼光・人感センサー）

LR2.1.    水資源確保（節水型機器）
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避難時の環境に配慮した市民の居場所

29,463.91 PAL削減率 36％

省エネルギー性能
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「もしも」のときも、「いつも」のところへ。PFI事業による本計

画は、茨城県神栖市にスポーツ・文化を通じて市民の新たな交流

の場を生み出し、災害時には１万人収容可能な防災施設となる。

市民が愛着を持ち、新たな活動拠点として日常的に集い・賑わう

ことが、災害時の助け合いに繋がることを目指した。

下記の3つのコンセプトを展開した場づくりを行っている。

1．市民が活動を「する」「みる」「みせる」ことで、スポーツと

文化をつなぎ新たな出会いと交流を生み出す場。

2．広い間口の縁側空間により公園と内外一体となり公園機能を補

完する、市民が集う憩いの場。

3．施設内に出会い・活動する場を各所に設ける事で、平常時のふ

れ合いが災害時の助け合いに繋がる場。

コミュニケーションコリドー

防災機能を備えた「神栖中央公園」の中に位置する本計画は、公

園のアクティビティを取り込みつつ公園側に賑わいをあふれ出さ

せることを意図している。公園に対するインターフェイスである

「コミュニケーションコリドー」は、施設内の各用途の結節点で

もあり、可動家具や植栽により様々な人々の居場所となる。

木鋼ハイブリッド

メインアリーナのアーチトラスとコリドーの屋根架構には県産材

杉の集成材で構成された木鋼ハイブリッド材を採用。木材利用に

より、平常時災害時共に安心感を与える落ち着きのある空間と

し、公園の緑や木との繋がりを強め、公園との一体感をはかっ

た。またそれらは昨今の公共施設における木材利用促進にも合致

する。

その他の自然エネルギー利用と省エネルギー手法

コミュニケーションコリドーは、夏期はクールピットを用いた外気取り入れを行い地

中の冷熱を活用している｡また、冬期は屋根集熱パッシブシステムを用いて､集熱ダク

トを介して外気を取入れることにより､太陽熱を熱エネルギーとして吸収している｡暖

められた外気を共用部の暖房エネルギーとして利用する計画である。

クールピットおよび集熱ダクトへの外気取入ルートの切替は自動で行えるようにする

ことで、自然エネルギー利用を促進している。大空間であるアリーナ、サブアリーナ

は、壁面又は床面より空調を行う居住域空調として、効率のよい空調方式としてい

る。大きな吹抜空間であるコミュニケーションコリドーは、積極的な自然通風利用を

主体に、人が滞在するスペースのみ空調を行う局所空調として計画している。

平常時の省エネ＝災害時の環境維持

平常時の快適で省エネルギーな環境と災害時の環境維持の２つの機能を併せ持つよう、ハイサイドライトによる自然採光、敷地の

風向を活かした自然通風、雨水を利用した屋根散水といった自然エネルギーの活用を行った。

南北に長い建物配置は、公園に向けて深く大きな庇を設置することで夏の日差しを防ぎ、冬の日差しを取り込む縁側と同じ効果を

生み出している。

また、今回の計画地は海に近く、南北の風の頻度が多い場所である。南のコミュニケーションコリドーに上部には大きくハイサイ

ドライト間口を設け、各所の開口と合わせて中間期には積極的に自然通風を行う。メインアリーナ、サブアリーナも 下部、上部に

自然換気口を設け自然通風を行なっている。
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メインアリーナ - コミュニケーションコリドー断面図
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